
学校番号 1011 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「国語表現」 （大修館書店） 

副教材等 

マンガで読む小論文頻出テーマ 現代まるわかりＢＯＯＫ（第一学習社） 

小論文頻出テーマ チェック&ワーク（第一学習社） 

特化型小論文チャレンジノート ＡＯ・推薦入試編（第一学習社） 

小論文チャレンジノート Vol.1～3（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 入試や就職試験を見据え、面接及び小論文に対応する力をつけるための授業です。正しい言葉遣

いや表現の基礎知識を学び、適切かつ効果的に表現する力を身に付けましょう。また、小論文の頻

出テーマやキーワードについての知識も深め、自分の意見を根拠立てて表現できるように取り組み

ましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば

し、言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化に

対する関心を深め、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

する。 

目的や場に応じて

効果的に話し、的確

に聞き取ったり、話

し合ったりして、自

分の考えをまとめ、

深めている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

文章を的確に読み

取ったり、目的に応

じて幅広く読んだ

りして、自分の考え

を深め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や

きまり、漢字など

について理解し、

知識を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

 

行動の観察 

発表 

行動の観察 

記述の確認・分析 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認・分析 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

２ 小
論
文Ⅰ

 

・作文と小論文の違いを知

る 

・小論文の「型」を身につ

ける 

 

○  ◎  ◎ a: 小論文が根拠に支えられた意見を述

べるものであることを理解し、適切な表

現の方法で書こうとしている。 

c:文章構成のバリエーションを学ぶとと

もに、三段構成の特徴を理解する。 

e: 小論文を書くために必要な文法、語

句、語彙などについて理解し、知識を身

につける。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

・意見の根拠を考える 

・複数の視点を持つ 

 

◎  ○  ○ a:様々な視点があることを理解しようと

している。 

c:自分の意見をより強めるための根拠を

的確に判断している。 

e: 小論文を書くために必要な文法、語

句、語彙などについて理解し、知識を身

につける。 

行動の観察 

記述の確認 

小テスト 

定期考査 

２
学
期 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・プレゼンテーションを行

う 

○ ◎ ○  ○ a: アピールポイントを考え、聞き手によ

り伝わるよう工夫している。 

b: 効果的な話し方をしようとしている。 

c：視覚的資料を作成し、効果的にプレゼ

ンテーションを行えるよう工夫してい

る。 

e: 小論文を書くために必要な文法、語

句、語彙などについて理解し、知識を身

につける。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

小
論
文Ⅱ

 

・課題文の要約をする   ◎  ○ c:課題文の趣旨を押さえることができて

いる。 

e: 課題文を読むために必要な文法、語

句、語彙などについて理解し、知識を身

につける。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

３
学
期 

小
論
文Ⅱ

 
・いろいろな形式の小論文

を知る 

○  ◎  ○ a:いろいろな形式があることを知り、そ

れに応じた書き方をしようとしている。 

c:論理的に考えられた構成になってい

る。 

e:図表や 課題文を読むために必要な文

法、語句、語彙などについて理解し、知

識を身につける。 

行動の観察 

記述の確認 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 
 
 


